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一般会計
決　算

公
有
財
産
売
払
事
業

	

公
有
財
産
の
売
り
払
い
に
つ
い
て
、

そ
の
成
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

	

令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、
普
通
財

産
の
売
り
払
い
件
数
は
２
件
で
、
面
積

に
し
て
約
３
千
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

就
業
構
造
基
本
調
査
事
業

	

調
査
結
果
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

活
用
す
る
の
か
。

	

国
の
各
種
施
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

土
地
取
得
造
成
事
業
特
別
会
計

土
地
開
発
基
金
の
状
況

	

用
地
取
得
の
た
め
基
金
の
取
崩
し

を
行
っ
て
い
る
が
、
何
を
目
的
に
、
ど

こ
の
場
所
を
対
象
と
し
た
も
の
か
。

	

公
共
施
設
整
備
を
目
的
に
、
本
竜

野
駅
前
の
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
北
側

の
土
地
を
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。

令和5年

定例会
9月

一
般
会
計

河
川
等
監
視
シ
ス
テ
ム
運
営
事
業

	

損
害
保
険
料
は
河
川
等
監
視
シ
ス

テ
ム
の
カ
メ
ラ
等
の
損
害
保
険
料
な
の

か
。	

市
有
物
件
で
あ
る
カ
メ
ラ
等
の
機

材
の
保
険
で
あ
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
支
援
事
業

	

何
件
ぐ
ら
い
申
請
が
あ
り
、
対
応

す
る
業
者
は
何
社
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

	

合
計
で
61
件
の
申
請
が
あ
り
、
５

業
者
ほ
ど
が
登
録
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
運
営
事
業

	

報
償
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
。

	

啓
発
の
た
め
に
開
催
し
た
、
講
演

会
の
講
師
の
謝
礼
と
な
っ
て
い
る
。

会期／
8月31日〜10月6日  37日間

　令和４年度の一般会計、特別会計、企業会計の各決算認定について、９月
定例会の会期中に決算審査を行い、本会議において、全件を認定しました。

（※歳入歳出差引額から翌年度繰越財源 ２億2,666万３千円を除いた額）

● 歳　入	 385億1,476万4千円
● 歳　出	 368億6,928万1千円

歳入歳出差引額	 16億4,548万3千円
実質収支額※	 14億1,882万円

令和４年度 各会計決算認定

たつの市では、予算決算特別委員会を設置し、
3つの分科会に分かれて決算を審査しています。

開催日
9月  6日
9月12日

福祉文教分科会 経済建設分科会

予算決算特別委員会

総務生活分科会

●一般会計
●土地取得造成事業特別会計
●揖龍公平委員会事業特別会計
●国民健康保険事業特別会計
●後期高齢者医療事業特別会計

●一般会計
●学校給食センター事業特別会計
●国民健康保険事業特別会計
●介護保険事業特別会計
●病院事業債管理事業特別会計

●一般会計
●たつの市水道事業
●たつの市下水道事業
●たつの市国民宿舎事業
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一
般
会
計

病
院
事
業

	

地
方
独
立
行
政
法
人
運
営
費
負
担

金
は
、
年
間
３
億
６
千
万
円
を
負
担
し

て
い
る
が
、
金
額
の
算
出
方
法
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

	

総
務
省
の
繰
り
出
し
基
準
に
基
づ

い
て
、
基
準
通
り
の
金
額
を
負
担
金
と

し
て
支
出
し
て
い
る
。

教
育
環
境
整
備
一
般
事
務
経
費

	

公
立
学
校
施
設
台
帳
管
理
シ
ス
テ

ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

	

学
校
の
普
通
教
室
、
特
別
教
室
の

部
屋
数
や
面
積
を
把
握
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
事
業

	

教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

	

全
児
童
生
徒
と
教
職
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
全
て
の
普
通
教
室

に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
え
た
。
現

在
、
大
型
電
子
黒
板
の
整
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
会
計

鳥
獣
被
害
防
止
整
備
対
策
事
業

	

電
気
柵
等
の
補
助
の
状
況
は
ど
う

な
の
か
。
ま
た
、
補
助
す
る
場
合
の
地

元
負
担
は
ど
う
な
の
か
。

	

令
和
４
年
度
は
２
自
治
会
へ
電
気

柵
、
金
網
柵
の
設
置
補
助
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
地

元
施
工
さ
れ
る
場
合
は
、
材
料
費
を
全

額
補
助
す
る
。
業
者
委
託
さ
れ
る
場
合

は
、
費
用
の
85
％
を
補
助
し
、
15
％
が

地
元
負
担
と
な
る
。

道
の
駅
し
ん
ぐ
う
管
理
事
業

	

道
の
駅
し
ん
ぐ
う
は
、
道
の
駅
み

つ
に
比
べ
、
駐
車
場
や
店
の
狭
さ
な
ど

ハ
ン
デ
が
あ
る
が
、
民
間
の
力
と
タ
イ

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
活
性
化
を
図
る
た

め
の
方
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

	
人
気
商
品
を
目
当
て
に
季
節
を
通
じ

て
来
場
さ
れ
る
方
も
多
い
。
新
宮
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
開
発
な
ど
を
行

う
際
に
は
、
地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
宣

伝
し
た
り
食
事
が
で
き
る
よ
う
な
道
の

駅
等
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別

会
計

御
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
一
般
管
理
事
業

	

御
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
自
校

式
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
会
計
年
度
任

用
職
員
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
２
セ
ン

タ
ー
方
式
に
な
っ
た
後
の
雇
用
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

	

全
体
で
９２
名
を
雇
用
し
て
い
た
が
、

民
間
企
業
に
３７
名
、
学
校
の
配
膳
員
に

２４
名
、
公
私
立
の
こ
ど
も
園
及
び
つ
く

し
園
等
に
２４
名
が
雇
用
さ
れ
、
退
職
者

は
７
名
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
事
業

	

地
域
見
守
り
活
動
等
協
定
締
結
企

業
に
は
、
ど
の
よ
う
な
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
か
。

	

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
企
業
が
あ

り
、
配
食
の
際
に
、
孤
独
死
、
孤
立
死

等
の
早
期
発
見
や
予
防
に
向
け
て
の
安

否
確
認
、
万
が
一
異
常
が
あ
っ
た
時
に

通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

市
民
ふ
れ
あ
い
農
園
事
業

	

区
画
数
は
十
分
に
足
り
て
い
る
の

か
。	

全
区
画
で
136
区
画
あ
り
、
令
和
４

年
度
は
117
区
画
、
86
％
の
利
用
率
で

あ
る
た
め
、
区
画
と
し
て
は
足
り
て
い

る
。

市
営
住
宅
管
理
及
び
修
繕
事
業

	

こ
こ
数
年
、
修
理
部
品
が
す
ぐ
に
入

ら
な
い
な
ど
の
問
題
に
よ
り
、
す
ぐ
に
入

居
で
き
ず
、
市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
諦
め

た
方
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
部
品
を

ス
ト
ッ
ク
し
、
修
理
す
る
な
ど
速
や
か
な

対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

	

コ
ロ
ナ
や
海
外
の
紛
争
等
に
よ
り
、

給
湯
器
が
入
ら
な
い
な
ど
の
事
態
が
生

じ
、
入
居
を
待
っ
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
そ
の
よ
う
な
事

態
を
想
定
し
、
部
品
等
の
在
庫
確
保
な

ど
、
設
備
業
者
等
と
綿
密
に
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
市
営
住
宅
へ
の
入
居
体
制

を
整
え
て
い
く
。

国
民
宿
舎
事
業

	

赤
と
ん
ぼ
荘
利
活
用
検
討
委
員
会
で

の
検
討
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

	

令
和
４
年
度
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
委
員
会
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
今

年
度
は
、
１１
月
を
目
途
に
検
討
委
員
会

を
開
き
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会

実
施
の
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

9月定例会令和5年  第 4回 

開催日
9月  8日
9月14日

開催日
9月 7日
9月13日
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令和５年度各会計別補正予算の内容

会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 3億511万7千円 375億5,110万5千円

国民健康保険事業特別会計 2,286万9千円 85億330万7千円

介護保険事業特別会計 946万6千円 70億1,063万円

下水道事業会計 8,170万1千円 ※ 50億4,229万2千円

一般会計の主な補正内容
【一般会計】
●商店街お買物券・ポイントシール事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２,１９１万１千円

新型コロナウイルス感染症による消費の落ち込みを回復するため、商店街等が実
施するお買物券またはポイントシール事業に対する補助を行います。

●ＬＰガス利用者総合緊急対策支援事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９,２００万円
国の支援の対象外となっているＬＰガス利用者の生活支援のため、販売事業者を通
じたＬＰガス料金軽減事業に対する補助を行います。

●小学校屋内運動場整備事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９１０万円
老朽化した神岡小学校屋内運動場の長寿命化改良事業を行うために必要な、耐震
診断及び耐力度調査を行います。

●青少年館整備事業‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２,３３０万円
老朽化した青少年館空調機器及びホール電動スクリーンの更新を行います。

定例会で
審議した議案
市長提出議案

同意案件	 ６ 件

条例改正	 １件

そ の 他	 １件

補正予算	 ４件

決算認定	11件

　今回の補正は、原油価格・物価高騰等の影響を大きく受け、国の支援対象外となっ
ているＬＰガス利用者の支援に要する事業費のほか、緊急やむを得ない事情により、
一般会計で総額3億5１１万7千円の補正予算を可決しました。

※ 下水道事業会計は、収益的支出の事業費の予定額を記載しています。

補
正
予
算
を
可
決

同
意
案
件

9月定例会令和5年  第 4回 

　
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１
名
の
任
期
が
11
月
17
日
で
満
了

と
な
る
た
め
、
後
任
と
し
て
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
秦
　 

智
康 

氏
　
新
任
（
新
宮
町
新
宮
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
本
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
人
権

擁
護
委
員
の
う
ち
、
１
名
の
任
期
が
12
月
31
日
で
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
圓
尾 

和
也 

氏
　
再
任
（
揖
保
川
町
正
條
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意

　
本
市
と
揖
保
郡
太
子
町
及
び
関
係
事
務
組
合
で
共
同
設
置
し
て

い
る
揖
龍
公
平
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
本
市
選
出
の
委
員
１
名
の

任
期
が
11
月
17
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
と
し
て
新
た
に
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
連
佛 

忠
司 

氏
　
新
任
（
龍
野
町
富
永
）

揖
龍
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
３
名
の
任
期
が
11
月
17
日

で
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任
と
し
て
新
た
に
１
名
を
選
任
す
る
こ

と
及
び
引
き
続
き
２
名
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
小
畑 

亨
一 

氏
　
新
任
（
龍
野
町
富
永
）

　
久
野 

喜
作 

氏
　
再
任
（
龍
野
町
島
田
）

　
堀 

　
次
夫 

氏
　
再
任
（
龍
野
町
日
飼
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意
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議案等の名称 議案の説明

市  

長  

提  

出

同
意

たつの市教育委員会委員任命の同意を求めることについて

4Ｐのとおり
揖龍公平委員会委員選任の同意を求めることについて

たつの市固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて

人権擁護委員候補者推薦の意見を求めることについて

条
例 たつの市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 出産被保険者の産前産後期間における所得割額及び

均等割額の減額措置に係る所要の改正を行うもの。
そ
の
他

財産の取得について（赤とんぼ文化ホール音響機器及びITV機器） 取得先：ジャトー株式会社
取得金額：７,１５０万円

補
正
予
算

令和５年度たつの市一般会計補正予算（第５号）

４Pのとおり
令和５年度たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

令和５年度たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

令和５年度たつの市下水道事業会計補正予算（第1号）

決
算
認
定

令和４年度たつの市学校給食センター事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度各会計について、決算を認定
（2～3Ｐに主な質疑を掲載）

令和４年度たつの市土地取得造成事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度たつの市揖龍公平委員会事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度たつの市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度たつの市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度たつの市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度たつの市病院事業債管理事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度たつの市水道事業決算認定について

令和４年度たつの市下水道事業決算認定について

令和４年度たつの市国民宿舎事業決算認定について

●令和5年第4回定例会　全会一致で可決等した議案

議  席  番  号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

議　員　名
議 

決 

結 

果

楠
　
明
廣

船
引
宗
俊

柏
原
　
要

宗
實
雅
典

堀
　
　
讓

赤
木
和
雄

和
田
美
奈

高
岸
博
之

柴
田
将
之

木
南
裕
樹

野
本
利
明

桑
野
元
澄

松
本
良
三

三
木
浩
一

山
本
俊
一
郎

角
田
　
勝

永
富
　
靖

肥
塚
康
子

名
村
嘉
洋

畑
山
剛
一議案の名称

令 和4年度
決 算 認 定

たつの市一般会計
歳入歳出決算認定について 認 議

● 議決結果欄の意味は次のとおり     認定　　　● 採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり     賛成     反対   議   議長のため、表決には加わりません。

●令和５年第4回定例会　賛否が分かれた議案

反対意見 　隣保館や教育集会所の事業などは、同和事業そのものである。同和行政から脱却して、国連の世界人権宣
言、日本国憲法が謳う「人権教育・人権推進」となるよう求める。

9月定例会令和5年  第 4回 
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KANAME  KASHIHARA

柏原　要 議員

TAKAKAZU  HATAYAMA

畑山 剛一 議員

　

た
つ
の
市
に
は
美
し
い
自
然
景
観

や
、
兵
庫
県
で
一
番
古
い
町
並
み
が

残
る
と
言
わ
れ
る
歴
史
的
景
観
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
景
観
が
多
数
存
在

す
る
。
こ
れ
ら
私
た
ち
市
民
の
景
観

財
産
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
持
続

可
能
な
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

	

景
観
法
に
基
づ
く
様
々
な
景
観

施
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
景
観

行
政
団
体
」
へ
の
移
行
を
目
指
す
考

え
は
な
い
の
か
。

	

景
観
行
政
団
体
で
あ
る
兵
庫

県
の
景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
条
例

に
よ
り
、
龍
野
地
区
と
室
津
地
区
が

「
歴
史
的
景
観
地
区
」
に
、
御
津
町

の
西
播
磨
海
岸
地
域
が
「
風
景
型
広

域
景
観
形
成
地
域
」
に
指
定
さ
れ
、

各
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
景
観
形
成
が
、
県
と
の
連
携
に

よ
り
実
現
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
の
景
観
行
政
団
体
へ
の
移

行
は
考
え
て
い
な
い
。

	

景
観
財
産
を
含
ん
だ
市
街
地
を

面
的
に
保
存
す
る
た
め
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
に
基
づ
く
「
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
」
認
定
に
向
け
た
取

り
組
み
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

	

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を

踏
ま
え
た
計
画
と
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
計
画
に
取
り
組
む
過
程
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

	

重
要
な
歴
史
文
化
遺
産
を
未
来

へ
継
承
す
る
た
め
の
「
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
」
策
定
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
の
か
。

	

現
在
、
当
計
画
策
定
に
向
け
た

準
備
、
検
討
を
進
め
て
お
り
、
本
年

12
月
に
は
文
化
庁
へ
補
助
申
請
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
か
ら

は
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域
住
民
な

ど
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
市
内
に
所
在
す
る
文
化
財

の
情
報
を
収
集
し
、
周
辺
環
境
を
含

め
適
切
に
把
握
す
る
。
将
来
に
向
け

た
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
係
る
目

標
や
具
体
的
な
取
組
内
容
を
記
載
し

た
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を
策

定
し
、
文
化
庁
へ
の
認
定
申
請
を
令

和
８
年
度
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

Q&A 持続可能な景観まちづくりの推進について

「
殺
処
分
０
」
を
目
指
し
て
人
と
動

物
の
共
生
を　

Vol.
２

	

「
近
隣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

協
力
し
て
犬
猫
譲
渡
会
」
の
開
催
計

画
の
進
展
は
ど
う
か
。

	

開
催
に
当
た
り
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
協
力
が
で
き
る
か
、
実
施

さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

協
議
し
て
い
く
。

	

「
猫
の
去
勢
不
妊
手
術
の
事
業

実
施
を
検
討
す
る
」
と
の
補
助
事
業

の
計
画
を
伺
う
。
ま
た
、
本
市
で
も

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、
不
妊

去
勢
手
術
費
用
を
助
成
し
て
は
ど

う
か
。

	

猫
の
去
勢
や
避
妊
は
、
「
殺
処

分
０
」
を
目
指
す
た
め
、
大
変
有
効

な
手
段
と
考
え
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
等
を
財
源
と
し
た
補
助
事
業

が
実
施
で
き
る
よ
う
、
他
市
町
を
参

考
に
し
な
が
ら
制
度
設
計
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

	

「
地
域
猫
活
動
」
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
す

る
活
動
補
助
金
を
創
設
し
て
は
ど

う
か
。

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
に
よ

る
啓
発
と
合
わ
せ
、
出
前
講
座
に
新

た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
追
加
を
行
う
。

「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
」
の
開

設
で
若
者
の
集
う
街
に
！

	
2021
年
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
新
競
技
の
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
で
日
本
人
選
手
が
５
つ
の
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
、
世
界
中
を
驚
か
せ

た
。
播
磨
科
学
公
園
都
市
に
Ｐ
ａ
ｒ

ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
や
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
て
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
開
設
し
、
若
者
の

集
う
街
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

	

ご
提
案
の
播
磨
科
学
公
園
都
市

で
の
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
等

を
参
考
と
し
、
民
間
活
力
導
入
等
、

調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

Q&A 人と動物の共生と「スケートパーク」の開設で若者の集う街づくりを！

▲
㈱ネコリパブ
リックHPより
h t t p s : / /
www.neco-
republic.jp

▲
茨城県境町アーバ
ンスポーツパーク
HPより
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KOICHI  MIKI

三木 浩一 議員

HIROYUKI TAKAGISHI

高岸 博之 議員

今
後
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

	

今
後
の
学
校
の
統
廃
合
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

	

小
学
校
は
、
基
本
的
に
現
在
の

学
校
を
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
が
、
複
式
学
級
や
、
今

後
そ
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
学

校
の
在
り
方
の
検
討
を
開
始
す
る
。

	

過
大
規
模
校
へ
の
対
応
も
必
要

で
は
な
い
の
か
。

	

一
定
年
度
先
に
31
学
級
以
上
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
学
校
と
規
定
し

て
お
り
、
分
離
新
設
、
通
学
区
域
の

見
直
し
、
施
設
の
増
築
等
、
保
護
者

や
地
域
住
民
と
検
討
す
る
。

	

大
規
模
校
か
ら
小
規
模
校
へ
の

転
入
条
件
の
緩
和
は
で
き
な
い
の
か
。

	

小
規
模
特
認
校
制
度
は
、
統
合

を
協
議
す
る
中
で
、
保
護
者
等
か
ら

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

	

老
朽
化
対
策
の
予
算
は
年
々
増

え
て
い
る
が
、
予
算
は
確
保
で
き
て

い
る
の
か
。

Q
R

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
交
流
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り

　

本
市
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、

文
化
な
ど
、
市
内
の
公
共
施
設
等
を

利
用
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
若
者
が

本
市
を
訪
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
、

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
上
げ

て
い
る
学
校
が
毎
年
合
宿
し
て
お

り
、
た
つ
の
市
が
聖
地
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
。
全
国
か
ら
訪
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
優
秀
な
学

生
と
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
・
市
民

を
つ
な
ぎ
、
交
流
の
機
会
を
つ
く
る

こ
と
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

次
の
２
点
を
問
う
。

	

合
宿
等
で
訪
れ
た
人
数
は
ど
の

く
ら
い
な
の
か
。

	

令
和
４
年
度
は
、
体
育
施
設
、

文
化
施
設
、
志
ん
ぐ
荘
に
お
い
て
、

延
べ
８
千
２６８
人
で
あ
る
。

	

合
宿
等
で
本
市
を
訪
れ
る
学
校

と
地
元
学
校
と
の
交
流
（
合
同
練
習

	

老
朽
化
を
含
め
、
修
繕
等
に
必

要
な
予
算
に
つ
い
て
は
、
学
校
園
か

ら
の
要
望
や
担
当
職
員
が
現
場
確
認

を
行
い
、
必
要
な
も
の
を
予
算
要
求

し
て
い
る
。
緊
急
時
の
も
の
は
、
一

定
額
確
保
し
て
お
り
、
不
足
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
を
要
求

し
て
対
応
し
て
い
る
。

職
員
の
採
用
と
資
質
向
上
に
つ
い
て

	

経
験
豊
か
な
会
計
年
度
任
用

職
員
の
正
規
職
員
任
用
と
様
々
な
資

格
を
持
っ
た
専
門
職
の
採
用
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

	

正
規
職
員
の
採
用
に
当
た
っ

て
は
、
年
齢
要
件
を
40
歳
ま
で
拡
大

し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
民

間
企
業
等
の
職
務
経
験
者
等
、
幅
広

く
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
高
度
な
専
門
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
必
要
と
す
る
業
務
に
お
い
て

は
、
期
限
付
き
で
任
用
し
て
い
る
。

	

多
様
な
市
民
か
ら
の
相
談
等
に

対
応
す
る
た
め
、
職
員
の
資
質
向
上

が
必
要
だ
が
、
資
格
取
得
の
体
制
は

と
れ
て
い
る
の
か
。

	

職
員
が
資
格
の
試
験
を
受
験
、

更
新
す
る
場
合
は
、
職
務
専
念
義
務

を
免
除
す
る
ほ
か
、
公
費
で
講
習
を

受
講
さ
せ
、
資
格
取
得
を
支
援
し
て

い
る
。

会
、
演
奏
会
、
見
学
会
等
）
を
広
げ

る
た
め
、
市
が
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
、

児
童
生
徒
や
市
民
と
の
交
流
の
機
会

を
作
る
窓
口
の
一
元
化
を
図
れ
な
い

の
か
。

	

市
（
教
育
委
員
会
）
窓
口
の
一

元
化
を
図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

市
空
き
家
対
策
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

先
の
第

２１１
回
通
常
国
会
で
「
空

き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
が
可
決
、
成
立
し
た
。
地
方
自

治
体
へ
の
空
き
家
対
策
の
対
応
強
化

が
求
め
ら
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
、

住
む
こ
と
の
で
き
な
い
空
き
家
が
増

加
し
、
劣
化
、
損
傷
は
予
想
以
上
に

進
み
、
放
置
し
て
お
け
な
い
現
実
が

迫
っ
て
い
る
。

	

令
和
２
年
12
月
議
会
で
も
条
例

制
定
の
質
問
を
行
っ
た
。
今
回
の
法

改
正
に
沿
い
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
空
き
家
条
例
を
策
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
、
改
め
て
問
う
。

	

本
市
の
実
情
に
合
っ
た
条
例
制

定
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

Q&A スポーツ、文化交流によるまちづくり／市空き家対策条例の制定について

Q&A 今後の教育と人権施策・職員の資質向上について

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
特
定
空
き
家
等
未
改
善
対
策
に
つ

い
て

●
相
続
放
棄
と
（
民
法
第
９４０
条
等
）

市
の
対
応
つ
い
て
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MASANORI  MUNEZANE

宗實 雅典 議員

YUZURU  HORI

堀　　讓 議員

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に

つ
い
て

　

本
年
４
月
１
日
に
道
路
交
通
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
自
転
車
を
利
用
す

る
全
て
の
方
に
、
自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ

れ
た
。

	

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

	

市
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

た
つ
の
市
公
式
ラ
イ
ン
や
た
つ
の

防
災
防
犯
ネ
ッ
ト
、
交
通
安
全
の
メ

ニ
ュ
ー
を
新
た
に
加
え
た
市
の
出
前

講
座
や
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
教
室
、
Ｊ
Ｒ
本
竜
野
駅
前

で
啓
発
チ
ラ
シ
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
見

本
を
活
用
し
た
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
る
。

	
中
学
生
に
配
付
し
て
い
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
、
卒
業
後
も
使
用
で
き
る

物
に
で
き
な
い
の
か
。

	

通
学
や
部
活
動
な
ど
３
年
間

観
光
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

	

観
光
政
策
は
イ
ベ
ン
ト
開
催

だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
が
主
役
と

な
っ
て
、
観
光
資
源
を
活
用
し
、
地

域
産
業
の
う
る
お
い
に
貢
献
で
き
る

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
市
の

観
光
政
策
の
理
念
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。

	

市
内
各
地
域
で
、
市
民
団
体
が

主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

観
光
政
策
は
、
基
本
構
想
で
「
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」
を
基
本

目
標
に
し
、
本
市
の
特
色
を
生
か
し

た
観
光
資
源
を
活
用
し
、
市
民
が
ま

ち
に
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
て
お
り
、
地
域

団
体
と
の
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

	

夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
中
の
昼

食
の
提
供
に
つ
い
て
、
「
こ
ど
も
家

庭
庁
」
よ
り
検
討
を
求
め
る
通
知
が

の
中
学
校
生
活
に
必
要
な
も
の
と
し

て
、
全
て
の
中
学
生
に
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク

の
認
証
を
受
け
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
支

給
し
て
い
る
。
卒
業
後
も
使
用
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
意

思
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、

現
在
支
給
し
て
い
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

今
後
も
支
給
し
て
い
く
。

こ
ど
も
園
に
お
け
る
食
に
つ
い
て

	

園
児
が
家
庭
か
ら
持
参
し
て
い

る
主
食
の
衛
生
上
の
管
理
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

	

暑
く
な
る
季
節
に
お
い
て
、
常

時
エ
ア
コ
ン
で
室
温
を
低
く
し
て
い

る
職
員
室
等
で
保
管
し
て
い
る
。

	

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
主
食

を
提
供
で
き
な
い
の
か
。

	

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

能
力
、
配
送
ル
ー
ト
や
配
送
車
の
確

保
、
そ
れ
に
伴
う
人
材
の
確
保
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
り
、
主
食
の
提
供

を
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

今
後
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、

そ
の
方
法
を
含
め
て
検
討
す
る
。

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
職
員
不
足
も
全

国
で
は
起
き
て
い
る
。
学
童
保
育
の

充
実
を
考
え
る
う
え
で
、
昼
食
の
提

供
、
支
援
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

	

給
食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
昼

食
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
期
間
、
調
理
員
、
配

送
員
等
の
職
員
配
置
の
問
題
等
が
あ

り
、
昼
食
提
供
は
困
難
で
あ
る
。
業

者
に
よ
る
提
供
等
を
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。
ま
た
、
支
援
員
の
確
保
は
、

年
度
当
初
に
必
要
な
人
数
を
配
置
し

て
い
る
が
、
年
度
途
中
で
の
退
職
に

つ
い
て
は
、
「
在
宅
支
援
員
等
の
登

録
制
度
」
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

生
活
保
護
に
つ
い
て

	

貧
困
や
病
気
は
個
人
の
責
任
で

は
な
い
。
生
活
苦
か
ら
国
民
の
生
活

を
守
る
の
は
国
の
責
任
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
貧
困
世
帯
が

増
え
て
い
る
。
生
活
困
窮
世
帯
へ
の

対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

	

生
活
状
況
や
家
庭
状
況
を
把
握

し
、
事
情
や
心
情
を
汲
み
取
り
な
が

ら
相
談
を
受
け
て
い
る
。
複
雑
な
課

題
を
抱
え
た
世
帯
に
は
、
関
係
部
署

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解
決
の
手

立
て
を
探
り
な
が
ら
、
細
や
か
な
対

応
に
努
め
て
い
る
。

Q&A コロナ感染減少時での各政策について

Q&A 自転車乗車用ヘルメット着用について・子育て支援策について

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
を
普
及
促
進

さ
せ
る
た
め
の
有
効
な
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
補
助
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。
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７
月	

26
日
（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

	

27
日
（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

31
日
（
月
）	

観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会

８
月	

8
日
（
火
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会

	

9
日
（
水
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

	

23
日
（
水
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

	

24
日
（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	

29
日
（
火
）	

観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会

	

31
日
（
木
）	

定
例
会
第
１
日

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会

10
月	

4
日
（
水
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	

6
日
（
金
）	

定
例
会
第
4
日

	
	

議
会
広
報
委
員
会

	
11
日（
水
），12
日（
木
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

	
	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
管
外
行
政
視
察
）

	

18
日
（
水
）	

子
育
て
支
援
・
少
子
化
問
題
調
査
特
別
委
員
会

	

19
日
（
木
）	
総
務
生
活
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

９
月	

6
日
（
水
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

7
日
（
木
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

8
日
（
金
）	

経
済
建
設
分
科
会

	

12
日
（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

13
日
（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

14
日
（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

19
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

21
日
（
木
）	

定
例
会
第
2
日
（
一
般
質
問
）

	

22
日
（
金
）	

定
例
会
第
3
日
（
一
般
質
問
）

	

27
日
（
水
）	

観
光
戦
略
・
地
域
産
業
調
査
特
別
委
員
会

	
	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
（
市
民
意
見
交
換
会
）

KAZUO  AKAGI

赤木 和雄 議員

 

給
食
配
膳
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ

い
て

　

中
学
校
給
食
の
開
始
に
伴
い
、
給

食
配
膳
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
た
と
聞
く
。
ま
た
、
合
併
以
前
か

ら
給
食
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
御
津
、

新
宮
地
区
で
は
、
給
食
配
膳
用
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
学

校
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
配
膳
用
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
が
な
い
小
学
校
で
は
、

体
力
的
に
劣
る
小
学
校
児
童
の
配
膳

作
業
が
、
非
常
に
大
変
で
あ
る
と
の

声
を
聞
い
て
い
る
。

	

給
食
事
業
の
計
画
の
な
か
で
、

配
膳
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
検

討
は
し
て
い
る
の
か
。

	

現
在
、
設
置
の
な
い
小
学
校
１２

校
の
う
ち
、
新
宮
地
区
の
４
校
は
新
し

い
小
中
一
貫
校
に
整
備
す
る
計
画
と
し

て
い
る
。
新
宮
地
区
以
外
の
８
校
は
、

校
舎
の
長
寿
命
化
や
改
築
時
に
整
備

の
検
討
を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
配
食
に

向
け
た
環
境
整
備
に
努
め
る
。

　

公
共
施
設
跡
等
の
有
効
活
用
に
つ

い
て

　

こ
ど
も
園
化
等
に
よ
り
、
廃
止
と

な
っ
た
公
共
施
設
の
活
用
が
進
ん
で

い
な
い
よ
う
に
伺
え
る
。
な
か
で
も

市
街
化
調
整
区
域
の
活
用
は
、
法
規

制
の
た
め
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。    

　

特
に
規
制
の
多
い
市
街
化
調
整
区

域
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

	

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を

加
速
す
る
た
め
、
行
政
側
か
ら
積
極

的
に
選
択
肢
を
示
す
プ
ラ
ン
の
提
供

や
、
相
互
の
意
見
交
換
を
す
る
、
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
な
ど
、

意
見
の
集
約
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

	

た
つ
の
市
総
合
計
画
や
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
、
上
位
計

画
と
の
整
合
を
図
っ
た
上
で
、
は
じ

め
に
用
途
変
更
に
よ
る
再
利
用
、
次

に
地
元
自
治
会
等
と
利
活
用
に
つ
い

て
の
協
議
、
次
に
民
間
へ
の
売
り
払

い
や
貸
付
の
順
で
検
討
し
、
有
効
な

活
用
に
努
め
て
い
る
。

　

地
域
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
廃
止
と
な
っ
た
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化

に
繋
が
る
利
活
用
の
促
進
や
、
経
済

的
価
値
の
発
揮
に
努
め
る
。

Q&A ◎安全で快適な教育施設への取り組みについて問う

◆  主な議会の動き  ◆

09 91



議 活 報会 動 告

7
28

7
19

8
   7

皮革排水処理対策特別委員会に
よる県陳情を実施

県内市議会の議長・副議長が集
う、第272回兵庫県市議会議長
会総会に出席

兵庫県議会、市議会議長会、町
議会議長会が集う、地方議会協
議会に出席

▲片山副知事へ陳情書を手交

　山口晋平県議会議員にご同席いただき、皮
革排水処理経費に対する財政支援について陳
情を行いました。

8
   8 皮革排水処理対策特別委員会による国陳情を実施

▲国土交通省にて陳情書を手交 ▲経済産業省での陳情の様⼦

　山口壯衆議院議員にご同席いただき、国土交通省（前処理場の改築等に係る補助金の財源確保
について）、総務省（皮革排水処理経費に対する財政支援について）、経済産業省（皮革産業振興施
策の拡充について）に陳情を行いました。

　議案の審査等が行われたのち、㈱バルニ
バービ代表取締役会長CEO兼CCOの佐藤裕久
氏による「訪れたくなる街・働きたくなる街・
目指すは住みたくなる街～食から始める地方
創再生の目指す形～」の講演が行われ、楠議
長からも本市に関連した質問を行いました。

（場所：淡路夢舞台国際会議場）

　一堂に会する機会の少ない兵庫県議会、市
議会議長会、町議会議長会の３者が対等な立
場で地方創生に関するテーマについて意見交
換を行い、その成果を発信、実践することを
通じて地域創生の実現を目指すことを目的と
しています。今回は、脱炭素化・地球温暖化
対策の推進についてや県と市町が連携した観
光・ツーリズムの振興について意見交換を行
いました。

（場所：兵庫県庁）

1091



議 活 報会 動 告

8
22
兵庫県市議会議長会による国要
望を実施

▲松本剛明総務大臣へ要望書を手交

▲楠議長から要望書の内容を説明

　第271回兵庫県市議会議長会総会において
満場一致で議決した要望事項について、総務省
をはじめ国土交通省、環境省等の関係省庁に要
望書を提出しました。また、楠議長から皮革排
水処理経費に対する財政支援の抜本的改善につ
いて説明を行いました。

令和５年７月11日(火) ～ 13日(木)

【視察先・視察内容】
高知県四万十市：有機野菜を優先使用した給食の推進

について
愛媛県大洲市：歴史的風致維持向上計画認定による

歴史的な町並みを活かしたまちづく
りの取組について

愛媛県内子町：重要伝統的建造物群保存地区選定及
び歴史的風致維持向上計画認定によ
る文化財の保存と活用について

　８月24日(木)開催の全員協議会において視察結果の報告があり、主に四万十市にお
ける視察内容について、６月定例会でオーガニック給食についての一般質問があったこ
とから、報告を受けた議員から次のような質問がありました。

 独自の特別栽培任用制度の基準はどう違うのか。
 四万十市では、給食だけでなく家庭でも無農薬野菜を推奨する取組をされているのか。
 無農薬野菜の生産者をどのようにして組織し、安定して提供していくのか。

会派行政視察

清風クラブ

　先進地の優れた施策を直接視察・調査することを通じて、
議会活動の一層の充実とまちづくりに役立てています。

▲内子町での現
　地視察の様子

8
  22

子育て支援・少子化問題調査特
別委員会によるオンライン会議
を開催

　たつの市における子育て支援について理事者
から説明ののち、山田太郎参議院議員にご助力
いただき、たつの市議会として初めてのオンラ
イン会議を自見はなこ参議院議員、こども家庭
庁と実施し、意見交換を行いました。

▲ オンライン会議の様子

▲四万十市での視察の様子

11 91



表紙写真を募集中!

《募集内容》
　たつの市内の紹介したい場所や
　季節を感じられる風景の写真
　採用されると、次号「たつの市議
会だより92号（令和６年１月25日
発行）」の表紙に掲載されます。

《応募条件》
・縦長写真
・300万画素数以上
・人物の場合は個人が特定できな
いもの
・写真の加工をしていないもの
・個人の所有物の場合、所有者の
承諾を得たもの

《応募期限》
令和５年１２月26日まで
　たつの市議会公式 Facebook へ
メッセージまたは下記メールアド
レスへ画像データを送付してくだ
さい。

 gikai@city.tatsuno.lg.jp

月定例会のお知らせ（予定）12
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

11/26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

定例会第1日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

全体会

全体会

（一般質問）
定例会第2日

（一般質問）
定例会第3日

定例会第4日

　新宮宮内遺跡は、播磨新宮駅北口からすぐの場所にある弥生時代の遺構を復元した国指定の史跡です。令和元
年から地元グループが新宮を活性化させようと「七色の彼岸花」を植えはじめ、260種類以上3万球が植ってい
ます。今では、色とりどりの花を咲かせるたつの市の「新名所」になりました。この写真の真っ赤な彼岸花はとても
珍しい「八重」の彼岸花です。
撮影者
野原 建広さん（新宮町・たつのカメラ部）
　東の山から昇る朝日が、露を浴びた七色のひがん花を照らし始めました。二千年余り前にここで暮らしていた
人々も同じ朝日を浴びたのでしょう。午前6時50分の新宮宮内遺跡です。
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録
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迎
え
、
秋
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。

　

さ
て
、
今
期
定
例
会
で
行
わ
れ
た
決

算
審
査
は
、
令
和
４
年
度
の
予
算
を
市

が
目
的
に
沿
っ
て
、
適
切
に
使
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た
の
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執
行
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映
す
る
重
要
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役
割
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担
っ
て
お
り
、
一
部
の
質
疑

内
容
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
活
動
報
告
で
は
、
普
段

目
に
す
る
こ
と
の
な
い
兵
庫
県
市
議
会

議
長
会
総
会
や
、
た
つ
の
市
議
会
と
し

て
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
、
新

し
い
取
組
み
の
様
子
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
た
つ
の
市
議
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

パソコンやスマホ・タブレットで録画映像を見よう!!

新宮宮内遺跡（新宮町新宮）

議会広報委員会

スマホ・タブレットはこちらから →

市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

議会だよりからQRコードで閲覧できます。
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